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由良町鳥獣被害防止計画　
　　　　　　　　　　＜連絡先＞
　　　　　　　　　　　担当部署名　由良町　産業建設課
                      所在地　和歌山県日高郡由良町里1220-1
　　　　　　　　　　　電話番号　０７３８－６５－１２０３
                      ＦＡＸ番号　０７３８－６５－０２７７
　　　　　　　　　　　メールアドレス　sanken@town.yura.lg.jp
１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域
	　対象鳥獣
	　
ｲﾉｼｼ、ﾆﾎﾝｼﾞｶ、ﾆﾎﾝｻﾞﾙ、ｱﾗｲｸﾞﾏ

	　計画期間
	  令和２年度～令和４年度

	　対象地域
	　町内全域


２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針
（１）被害の現状（平成３０年度）
	鳥獣の種類

	被害の現状

	
	品　目
	被害数値

	イノシシ
ニホンジカ
ニホンザル
アライグマ
ウサギ
カモ
ヒヨドリ
計
	野菜、水稲、果樹
野菜、果樹
野菜、水稲、果樹
野菜
果樹
野菜、果樹
その他

	1,860千円、1.25ha
992千円、0.30ha
3,376千円、1.33ha
0千円、0ha
100千円、0.02ha
507千円、0.15ha
150千円、0,07ha
6,985千円、3.12ha


（２）被害の傾向
	近年、由良町における鳥獣被害は、イノシシ、ニホンジカ、ニホンザルを中心として、農作物に被害を与え、平成３０年度の被害額は、6,985千円となり深刻な問題となっている。イノシシ、ニホンジカ、ニホンザルについては、生息数が顕著に増加していると思われ、人里周辺に生息していると思われる。また、アライグマについては獣害防止柵の網目や隙間から進入し農作物に被害をもたらすとともに、イノシシが柵を突破して進入する一因になっているとも考えられる。
　イノシシについては、町内全域で被害が発生しており、ニホンジカについては、畑、門前、里、阿戸、三尾川地域で被害が多く、ニホンザルについては、畑、中、門前、衣奈、三尾川地区で被害が多い。アライグマについては町内全域に生息しており被害も町内全域にわたっている。ウサギについては畑、門前、里、阿戸、三尾川で主な被害が発生している。カモ、ヒヨドリについては飛来してくることから町内全域での被害が発生している。


（３）被害の軽減目標
	指標
	現状値（平成３０年度）
	目標値（令和４年度）

	農作物被害
イノシシ
ニホンジカ
ニホンザル
アライグマ
ウサギ
カモ
ヒヨドリ
計
	1,860千円、1.25ha
992千円、0.30ha
3,376千円、1.33ha
0千円、0ha
100千円、0.02ha
507千円、0.15ha
150千円、0,07ha
6,985千円、3.12ha
	1,674千円、1.125ha
893千円、0.27ha
3,038千円、1.197ha
0千円、0ha
100千円、0.02ha
507千円、0.15ha
150千円、0,07ha
6,362千円、2.832ha


（４）従来講じてきた被害防止対策
	
	従来講じてきた被害防止対策
	課題

	捕獲等に関する取組

	  由良猟友会への有害捕獲の委託により、狩猟及び有害での捕獲を推進してきた。
また、有害捕獲については、国庫補助、県費補助と併せて、捕獲経費への助成を実施している。わな猟については、有害鳥獣捕獲用檻（イノシシ、ニホンザル、アライグマ用）の購入における町補助金の交付も実施している。
　ニホンザルによる被害対策として、平成２４年度から大型囲いわな設置するとともに、平成２５年度より引き続き猟友会由良分会の方１名を、サルの追い払いの専従として町内を巡回し、ニホンザルの追い払い及び駆除を実施している。
また、ニホンジカによる被害対策として令和元年度より県貸出のICT捕獲わなを 設置している。
	猟友会の方々への負担増や高齢化などにより、捕獲の担い手が減少。また、野生獣の生息数がかなり増加しているため、捕獲のみによる対策では、被害を抑制できない。
　今後、ハンターの確保が重要な課題となるため、農家等の方々に銃の狩猟免許取得を推進する。


	防護柵の設置等に関する取組
	県及び町による補助金等を活用し、平成２８年度（総延長6,702m、受益面積11.53ha）、平成２９年度（総延長6,750m、受益面積15.75ha）、平成３０年度（総延長2,169m、受益面積1.53ha）で防護柵を設置。
　平成２１年度より、三尾川地区においてニホンザルのテレメトリーを導入したため、ニホンザルの集落への接近が受信機により確認できる状態になり、ニホンザルの追い払いと生息調査を実施している。平成２９年にはこの取り組みを持続させるためにテレメトリー発信機付首輪の更新を実施。
　例年、由良町鳥獣害防止対策協議会と地域の獣害組合が協力して放任果樹園の伐採、遊休農地の刈り払い、緩衝帯の設置等の事業を実施。
　由良町鳥獣害防止対策協議会と地域の獣害組合が協力して電牧機受電設備の整備を実施。
	農業者の高齢化と農作物の販売価格の低迷により、農業に対しての取り組み意識も異なり、防護柵設置に困難な場所も発生している。また、老朽化した柵の更新も必要である。
　農業者の意識改革により、集落全体での獣害防止体制が必要である。
農業者の高齢化とともに、利便性の悪い農地の、遊休農地化が進んでいる。今後、集落全体で取り組んでいく体制が必要である。



（５）今後の取組方針
	由良町における被害軽減のためには、防護柵等による農作物の防護、農地に繰り返し出没する個体の捕獲及びハンターによる個体数調整、遊休農地等の刈り払いや放任果樹等の餌場の除去などの集落環境を整備する取組を総合的に実施する必要がある。
　防護柵については、国庫や県単事業などを活用し、効率的にカバーできる設置方法を推進し、防護柵で確実に農地を囲い込み農作物を防護する。
　また、捕獲については、猟友会による捕獲はもちろんのこと、農業者自身のわな及び銃狩猟免許の取得を促し被害の防止を図る。また、狩猟免許の取得支援や、生産農家でも取り組みやすい「箱わな、囲いわな、くくりわな」等を活用した捕獲も推進する。三尾川地区に導入したテレメトリーを活用し、ニホンザルの集落への接近が受信機により確認できる状態になり、ニホンザルの追い払いと生息調査に活用。



３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項
（１）対象鳥獣の捕獲体制
	新たな実施隊は、設けないが、既存の体制（猟友会由良分会への委託）により、捕獲を継続していく。猟友会由良分会（１２名）。


（２）その他捕獲に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	２

	イノシシ
ニホンジカ
ニホンザル
アライグマ
	集落で捕獲オリを設置。
捕獲オリ購入、猟友会由良分会の協力の下、ニホンザルの追払、狩猟及び有害捕獲による個体数調整に取り組む。
農業者の方々のわな及び銃の狩猟免許取得の推進。

	３

	イノシシ
ニホンジカ
ニホンザル
アライグマ
	集落で捕獲オリを設置。
捕獲オリ購入、猟友会由良分会の協力の下、ニホンザルの追払、狩猟及び有害捕獲による個体数調整に取り組む。
農業者の方々のわな及び銃の狩猟免許取得の推進。

	４

	イノシシ
ニホンジカ
ニホンザル
アライグマ
	集落で捕獲オリを設置。
捕獲オリ購入、猟友会由良分会の協力の下、ニホンザルの追払、狩猟及び有害捕獲による個体数調整に取り組む。
農業者の方々のわな及び銃の狩猟免許取得の推進。


（３）対象鳥獣の捕獲計画
	　捕獲計画数等の設定の考え方

	和歌山県鳥獣保護管理事業計画や特定鳥獣管理計画を踏まえ、適正な捕獲を実施していく。
  ・イノシシ
    近年、足跡等から出没数が増加の一途を辿っていることが考えられる。
　農地周辺に出没する個体を中心に、捕獲を行い、着実な被害減少を目　　指し、過去３ヶ年の捕獲実績平成２８年度４９０頭、平成２９年度４　　７５頭、平成３０年度２４５頭の平均値から４００頭と設定した。
　・ニホンジカ
　　近年、農地周辺への出没が頻繁となり、個体数の増加が推察されるため、農地周辺に出没する個体を中心に捕獲を行う。過去３ヶ年の捕獲実績平成２８年度７９頭、平成２９年度８０頭、平成３０年度１０８頭と増加傾向にあるので、捕獲を強化して着実な被害減少を目指すためここ３ヶ年の平均値よりも多い１５５頭と設定した。
  ・ニホンザル
　  農地周辺に出没する個体を中心に、銃及び箱わなによる捕獲を実施する。過去３ヶ年の捕獲実績が平成２８年度３４頭、平成２９年度２８頭、平成３０年度３６頭の平均値から３０頭と設定した。
　・アライグマ
    過去３年の捕獲数が平成２８年度５頭、平成２９年度７頭、平成３０年度１８頭と増加してきているので２５頭と設定した。



	対象鳥獣

	捕獲計画数等

	
	　　令和２年度
	　　令和３年度
	　　令和４年度

	イノシシ
	捕獲数400頭

	捕獲数400頭

	捕獲数400頭


	ニホンジカ
	捕獲数 155頭

	捕獲数 155

	捕獲数 155頭


	ニホンザル

	捕獲数 30頭
	捕獲数 30頭
	捕獲数 30頭

	アライグマ

	捕獲数 25頭

	捕獲数 25頭

	捕獲数 25頭



	　捕獲等の取組内容

	野生鳥獣の捕獲については、猟友会由良分会の協力の下、狩猟及び有害捕獲（４月～３月）による個体数調整に取り組む。
  さらに、イノシシ、ニホンザルについては、生産農家等地元の取組として、集落が主体となり、畑・三尾川地区を中心に箱わな、囲いわな及びくくりわなを活用しながら、農地に出没する個体を農地周辺で捕獲していく。
　アライグマについても農地に小型の箱わなを設置し農作物被害を及ぼす個体を中心に捕獲を実施する。


	ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

	なし


（４）許可権限委譲事項
	対象地域
	対象鳥獣

	なし
	なし（既に権限移譲済）


４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項
（１）侵入防止柵の整備計画
	対象鳥獣

	整備内容

	
	　　　令和２年度
	　　　令和３年度
	　　　令和４年度

	イノシシ
ニホンジカ
ニホンザル
アライグマ
	電気柵、ネット柵、金網柵
延長3,000m
受益面積5.0ha
	電気柵、ネット柵、金網柵
延長3,000m
受益面積5.0ha
	電気柵、ネット柵、金網柵
延長3,000m
受益面積5.0ha


（２）その他被害防止に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和
２年度
	全て
	各集落点検を実施し、遊休農地の刈り払い、放任果樹等の餌場の除去、緩衝帯の設置による見通しの改善を実施。テレメトリーによるニホンザルの生息状況調査及びニホンザルの追い払いを実施。

	令和
３年度
	全て
	前年度の効果を検証し、確認・改善しながら継続的に実施。

	令和
４年度
	全て
	令和３年度と同様。



５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関する事項
（１）関係機関等の役割
	関係機関等の名称
	役割

	由良町（産業建設課）
	情報収集、連絡調整、緊急時における活動協力

	県日高振興局
	情報収集、連絡調整、緊急時における活動協力

	御坊警察署
	情報収集、緊急時における活動協力

	猟友会由良分会
	捕獲活動


（２）緊急時の連絡体制
	別紙緊急連絡フロー図参照


６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項
	　捕獲した鳥獣については持ち帰るか、町内火葬場の動物炉により焼却処理を行う。捕獲現場からの運搬が困難な場合など、やむ負えない場合は環境に影響を与えないように捕獲現場付近で適切に埋設する。


７．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項
	捕獲した鳥獣の食品としての利用については、捕獲方法、個体の大きさ捕獲時期により、利用可能な個体数が変動するため、一定量を安定的に確保することが難しく、また、一定の品質を確保することも困難なため、利用推進が困難である。


８．被害防止施策の実施体制に関する事項
（１）協議会に関する事項
	協議会の名称
	由良町鳥獣害防止対策協議会

	構成機関の名称
	役割

	　由良町
	　施策の立案、対策の実施指導

	　紀州農業協同組合
	　対策の実施指導、被害実態調査

	　地元生産者代表
	　集落環境整備、捕獲の実施（わな猟）

	　猟友会由良分会
	　捕獲の実施（サルの追払、銃猟、わな猟）

	　由良町農業委員会
	　被害実態調査


（２）関係機関に関する事項
	関係機関の名称
	役割

	和歌山県農業共済組合中部支部
	農業共済制度による被害情報の提供

	自治会
	被害情報の提供


（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項
	特になし


（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項
	由良町鳥獣害防止対策協議会が中心となり獣害対策を推進していくが、中山間集落協定組合、各種団体、自治会等においても積極的な参加を促し、集団での取組を進めていく。


９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項
	着実な被害軽減のためには、防護・捕獲・地域の環境整備の３本柱を基本とした対策が重要であり、獣害を一人一人の問題として捉え、集落をあげて取り組めるよう推進していくことが重要であると認識している。


